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愛国的無関心とジェンダー
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現在の空気を象徴する「愛国」は、格差社会を生きる人々の息苦しさから生まれた物語的な論理だといっていいだろう。
生き難い日常を背景にした「愛国」は、そこはかとない共感や同意によって構成された感触でありながら、その絆からはみだした
他者に対して、狂熱的な暴力を振り向ける。誰かに向かう強力な攻撃性と、誰にも向かわない乾いた無関心は、
ゆるやかに両輪を形づくり、あいまいな絶望を共有した人々が生きる物語を駆動させていく。　
失意、拒絶、無知を従えた愛国的な空気、すなわち在特会が代表するヘイトスピーチやレイシズムの雰囲気は、いった
いどのような論理 よって組成されているのだろうか。その論理は、いかな と結びつい 、社会的な感性を醸成しているのだろ か。本稿では、こうした問 を出発点に、愛国 や物語の定型を確認した上で、小説の言葉が定型とどのように関わり、あるいは批判的な距離をたもちえているのかを測定し、文学研究のとりうる批評的な姿勢について考えてみたい。　
考察を進める上で重視するのは、既存のシステムのなかでマイノリティの位置を与えられた、女性ジェンダー化された
話者のふるまいである。というのも、愛国の論理をジェンダーの観点から分析することによって、はじめて可視化できる
一一六
構造があるからだ。以下、愛国という名を被った他者への無関心の構造を見極めた上で、現代小説として吉村萬壱「ボラード病」 （二〇一四） 、村田沙耶香「殺人出産」 （二〇一四）を検討し、対話的な批評の可能性について論じていく。
１
　
標準化するレイシズムの風景
─
ネット右翼と排外主義
　
排外主義が社会問題化している現在だが、ヘイトスピーチなどの憎悪煽動行為に言及する論者は、それが在特会に限定
された現象ではなく、日本社会の全体を覆う空気にほかならないことを口々に指摘している。たとえば師岡康子は ヘイトスピーチの下地には日本政府の歴史的な姿勢があるとし、 排外主義デモをやっている人たちはどのような人たちなのかとの問いは、彼らは自分とは違う特異な人たちだというこ を前提にしている。しかし、彼らは政府の排外性を反映し日本社会の一部であり、その醜さを露骨に表現しているにすぎない」と述べる
）（
（
。在特会による京都朝鮮学校襲撃事件を取
材した中村一成は、 「何より脅威だったのは、右肩上がりで増えて くフォロワー 、サイバースペースを飛び出したデモ参加者が数倍になった事実だった。自らの『正義』に陶酔し、人を傷つけ、蔑むことに心底からの快楽を覚える者たちの裾野は広がっていた。 『在特会的なるもの』はここまで日本社会の隅々にまで浸透していたのである」と危惧 表明 ている
）（
（
。また、森達也は、日本社会全体の「集団化」が進んでいることを述べた上で、 「問題は在特会そのものだけではなく、
彼らを醸成する今のこの国の雰囲気だ」と言明する
）（
（
。
　
加えて、現在の排外主義がインターネットというメディアと密接に関連しているという指摘も多く、野間易通の言うよ
うに、在特会的なものの特徴は「ネッ 上の言語感覚を街頭にそのま 持ちだしたこと」にあるといってよ だろう。そもそもの出発点として、匿名掲示板サイト２ちゃんねるにはオープン直後から「人権問題」という掲示板があり、そこではあからさまに差別的な発言が容認されていた
）（
（
。そうした構造の延長で、現在でも、ネット空間は差別的な感性に下支え
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されている。インターネットが人々の感性を再編していくありようを分析した村上裕一は、 『ネトウヨ化する日本』のなかで、ネット時代の新しい中間大衆を「フロート」と呼んで る。
　
むしろ、ここで解き明かしたいのは、ネトウヨという言葉が暗に指し示すフロートの存在と、その背景となる環境
や条件のほうです。改めて確認しますと、フロートとは、強いイデオロギーを持たないネット時代の新中間大衆であり、それゆえに情動的に大きく左右に揺れ動いてしまう「浮動的」な人々のことでし 。フロー は、ここではネトウヨの前段階の存在として現れてきます。
　
スマートフォンが普及した現在では、情報を主としてネットから取得することになるが、その際、人々は２ちゃんねる
から情報を抽出した「まとめサイト」やネットニュースに日常的に触れる。実のところ、まとめサイトやネットニュースは右翼的な論調がベースとなっているが 「フロート」はそれを知らずに自然なもの して情報を受容してしまうため、容易にネット右翼に流入しうる存在にほかならないというわけだ
）（
（
。つまり、ネット空間を浮動することは、排外的な感性を
内面化した「私たち」 大量生産する過程と化すのである。　
現況の基本的な構造を大きくまとめるなら、第一に、同調圧力を背景に集団化が進行した社会において、在特会的なる
ものの暴力は、ネットを背景 標準化されスタンダードと って るという事態があり、第二には、インターネットに内在された右翼的な傾きが、それと意識されないままに排外主義的なコードを共有する絆を生成している様相が見いだされる。排外主義 現在形は、閉じ たネット空間において、新たな集団的感性 生み出しているが、そこでは、差別的な物語が現実と地続きになって 現実の空気 更新 て くのだ
）（
（
。
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（　
愛国という快楽
　
では、排外的な傾きを帯びた愛国言説は、具体的にどのような論理をもっているのだろうか。
　
まず、ネット右翼、あるいは保守系論客として発言する書き手や活動者の主張に共通する第一の論理は、 「ネットで目覚
めた」という「覚醒」の感覚である。右派の論客である古谷経衡は「 『ネットで目覚めました』という言い方をする人は実に多いですよね」と語る
が
）（
（
、 「目覚める」 「覚醒する」といった単語は、愛国言説におけるキーワードである。女性ブロガー
の
YOKO
は、自著のなかで「覚醒」の言葉を繰り返し用いながら、愛国的な活動をするようになったきっかけについて、
次のよう 叙述する。
　
その後、
2012
年に人生の流れが変わることになりました。中国による尖閣問題や、韓国による竹島問題を通し
て、ある日、自分が生きている社会の実態が自分の思っていたものと違うことにハッと気付いたのです。以前から勘付い いたマスコミのおかしさともリンクする部分がありました
）（
（
。
　
彼女の「ハッと気付いた」瞬間こそ、覚醒という物語を象徴しているのだが、それが歴史認識が逆転
00
したことを意味し
ている点に留意しておきたい。一方、自ら愛国運動を実践す 佐波優子は、愛国的な活動をする女性たちを取材した『女子と愛国』において、逆転の体験が何人もの女性 ちにわかちもたれていることを記している。
　
この正反対ぶりは何なのか。今まで刷り込まれてきた贖罪意識に対する新しい歴史観に、どの女子も戸惑い、悩ん
一一九
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だ。どちらが正しいのだろうか。そして、子供時代に感じてきたあの疑念の正体が、作られた自虐的な歴史観だということを知り、愕然とするのである 学校で習ってきた歴史、特に近代 歴史が、後に知った事実と違う
）（
（
。
　
覚醒して正反対の自分に変わる、逆転を体験するということは、 「私たち」の「贖罪意識」を退け、それを逆に、騙され
たという意識に置き換える。学校、マスメディアが示した歴史認識は嘘だったのであり、欺かれてきた「私たち」は「正反対」である「新しい歴史観」を手に入れるのだ。もちろん、学術的に言えばこの「新しい歴史観」には、歴史的事実としての誤りが含まれると えようが、 「どの女子」もネット右翼も、それを正義として共有する。ネット言説の正義を確信できるのは、ヘイト言説においては「虚偽のなかに事実をちりばめることによって、なんとなくそれらしい論に仕立て上げる」という文法が有効活用され、それらしい論に見せるための情報ソースが引用されるという形式がとら るからでもある
が
）（1
（
、排外的で右翼的な言語感覚が集団的な感性によって共有されてい 背景があることは、先に確認したとおりである。
　
第二に、嘘によって欺かれていたという感覚に支えられた強固な被害者意識が、愛国言説の重要な特徴となっている。
在特会を取材してきた安田浩一は、 「日本社会はこれまでずっと、在日コリアンに対する差別と偏見を抱えてきた。上 ら見下すような差別は、いつまでたっても消えてなくならない 在特会が『新しい』のは、そうした差別的視点を温存させつつ、 から見上げるような差別をも持ち込んだこ だ」 、 在日コリアンにつ て尋ねると、会員たちは言い澱むことなく、自らの『被害』 訴える」と指摘する
）（（
（
。また、古谷経衡は、ネット右翼が「インターネットを逃避の手段に利用して
いるわけではなく、既存の大手マスメディアによって黙殺、あるいは無視された情報や声 避難先であった いう側面」があるのだとし
）（1
（
、 「既存の大手マスメディアに対するアンチテーゼ、ないしはカウンターとして出発した」と論じている
）（1
（
。
つまりここには 抑圧された被害者が、既存の権力に して抵抗す う文脈 作られており
）（1
（
、愛国や保守は、被害を
受けた「私たち」が抵抗する革新運動として意識されているのである。この場合の権力は、国家 制度そのものではなく、
一二〇
国家のような大次元の権力と対抗し、批判することのできる権威
─
すなわちリベラルで左翼的な権威
─
であり、愛国
はだからこそ、大次元の権力によってやわらかく守られる。敵としての権威を微妙にずらしながら定義しつつ、被害者の位置を仮構する構造こそ、愛国言説の矛盾に満ちた背理を論理的な正義として表象するしかけにほかなるまい。　
続いて第三に、愛国言説は、被害者としての「私たち」を主人公とした闘いを、エンターテイメント性のある物語とし
て表象する。在特会はヘイトデモを娯楽ビデオに仕上げ、ネット上にアップし、販売さえしているわけだ 、村上裕一はこうした行為の根底に「自分たちの活動を英雄化
─
もっと言えば物語化したいという欲望と、それによって多くの視聴
者に働きかけたいというマーケティング」があると分析する
）（1
（
。
　
憎悪煽動行為を批判する多くの論者は、愛国という論理の影に、快楽に通じる回路があること、差別を楽しむ「軽さ」
のあることを問題化して る
）（1
（
。愛国活動をする女性たちを取材した北原みのりは、慰安婦問題をテーマに掲げた活動に触
れて、 「 『売春婦〜』と叫ぶ声には、明確な悪意が込められているの どこか楽しげな雰囲気が漂っ いた。その言葉がそんな調子で街中で放たれるのを初めて聞いたせいだろうか、耳にざわりとはりついて離れない気持ち悪さがこみ上げきた」と記し
）（1
（
、朴順梨は、愛国女性の姿を次のように再現する。
「 ［…］それに面白いじゃないですか」　
面白い
?
　
何が
?
　
そう問うと彼女は、フフフと軽い笑いを浮かべた。
「自分が『こんなのとんでもない
!』と思ってることを堂々と怒りながら主張していると、賛同する人が現れるんで
す。デモは舞台っていうと変ですが、皆に問題意識を持ってもらいたいって時におとなしく諭しても訴えるものがないので、そのための行動だと思うんです
）（1
（
。
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　「フフフと軽い笑いを浮かべ」 、 「面白いじゃないですか」と語るこの愛国女性が、 「デモは舞台」と述べていることが象徴するように、そこは「私」が登場する物語の舞台として意識されているのだ。　ここまでの議論を整理しておこう。まず第一に、愛国言説を語る「私」は、左翼的な既存権力の嘘とネット空間におけ
る真実という二項対立のなか、嘘から真実の側へと逆転し、覚醒の物語を生きている。この逆転は、それまで抱いてきた疚しさを消してくれるという効果をもつ。第二に、その真実から導かれた正義のなかで、正義を知った「私」 「私たち」は、欺かれ、抑圧された被害者の 場にある。したがって 愛国の論理や保守 論理とはカウンターにほかならず、 「私たち」が生きるのは、抵抗の物語だということになる。第三に、そうした に基づい 行動 、エ テイメントとしての物語の姿をとる。その物語は、客観的にいえば、 「在日」 「従軍慰安婦」 「韓国」など 記号化された他者への暴力そ ものなのだが、権威へ 抵抗といった身ぶりが後ろめたさを中和することに加えて 愛国言説を消費する「私たち」が、 「面白い」 「楽しい」という感覚を通じ 共感できる物語と っている。そして、そこには、普通の「私」が共感によって物語主人公に ることができるという道筋が示されてい のだ。
（　
愛国の物語とジェンダー
─
従軍慰安婦問題と「真の被害者」
　
さて、こうした愛国言説をジェンダーの観点から捉え返してみると、実のところ、いずれの特徴も女性という語り手と
親和性が高く、愛国の言説論理にとっても女性という行為体にとっても、相互 利用価値の高い有用性を保持していることに気づかされる。なぜなら、ジェンダー化された構図のなかで、女性ジェンダーは排除された他者 して不利益を被るマイノリティなので、 「被害者である私」という話者 位置に収まりやすく、 「女の語り」は被害者の物語を語る上で説得力をもちやすいからだ。さらに、被害者と加害者を逆転させ 、ある は正反対の場所に覚醒す と う逆転の力学、カ
一二二
ウンターという抵抗の姿勢は、社会的に不利な自分の立ち位置を反転させる論理に通じているという点で、マイノリティの側にとって魅力的な構図にほかなるまい。　
したがって、フェミニズム運動と関わってきた北原みのりが、愛国女性たちを目の当たりにして「彼女たちの正義感、
彼女たち 運動の手作り感、彼女たちの真面目さ、彼女たちの苛立ちは、決して私が知っていたものと遠くはない。そのことが私にはショックだった」と言い、 「男と共に愛国の めに戦う女たちの闘い」からもウーマンリブのよう 「女の運動が生まれる可能性はあるのだろうか」と語る感触は示唆的で意味深い
）（1
（
。両者には論理の下層において共通項があるのだ
といえよう。　
ところで、愛国女性の運動のなかでは、とりわけ従軍慰安婦問題が、男性がやると「いじめ」に等しくなってしまうか
ら女性が取り組むのだといった観点から中心化されて るのだが、従軍慰安婦問題において浮上してくる二元構造には、加害者としての日本兵に対する被害者としての従軍慰安婦という図式に加え、偽の被害者対真の被害者という二項対立が重層的に結び合わされている。 「日本女性も想像を絶する被害に遭っている」のに、 「日本女性 は声を挙げな から、顧みられなくてもいいのか」という主張にみられるように
）11
（
、この二元構造は、声をあげる被害者と、沈黙する被害者
という構図を示すのだ。　
沈黙する真の被害者という視点は、すでに九〇年代の「つくる会」の主張のなかにもあったものではあるのだが、現在
の愛国女性の言説論理において、被害者意識は批判されるべき重要なファクターとして措定されている。北原みのりと朴順梨が取材した愛国女性たちは、 「被害者妄想 「被害者意識」 「弱者ぶ 「被害者 する」といった要素を、元「従軍慰安婦」を非難する論拠として強調する。
『私はかわいそうだ』って思った時点で、すべてに負ける気がするんです。だから今のジェンダーとかフェミニズム
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とかって、被害者意識を強調しているような気がするので、納得できません。私は本当に強くて男性と同じ場所に立てるのは、被害者意識を強調しない女性だと思う。だからもしかしたら慰安婦さんの中にも、
１００
人に
（人ぐらい
は状況に納得し いた人がいたんじゃないかって
）1（
（
。
　
引用部から、 「被害者意識」を媒介に、元従軍慰安婦と、フェミニズムやフェミニストが批判の対象として重ねられてい
ることは一目瞭然だが、加えてここには、既視感のある、女性を分断する境界線のあることが読み取れるだろう。フェミニズムが批判されるときの文法として、フェミニズム 実現によって利益を得るのはエリートであるフェミニストだけにすぎず、一般の女性は無関係で 損をするだとか 真に差別されている女性は別に存在するのだ、 いった枠組みが用いられることは多いが
）11
（
、従軍慰安婦問題が浮上するときに伴われる女性を分断する境界線は、まさにそれと同じ力学として
現れてい 。　
つまり、分断された境界線の上で、被害者のポジション めぐる不可視の闘争が繰り広げられているのだ。被害者面を
して利権を得る敵と、沈黙する真の被害者である私たち、という構図がそれだ。 「従軍慰安婦」という記号のなかには、被害者としての元従軍慰安婦女性によりそうフェミニストの存在が、自らに都合 いい被害者妄想をふりかざし、嘘をついて利益を得ようとする敵として重ねづけられる。その他者とし の敵を非難することによって、愛国の発話者である「私たち」の場所が生成する。被害を言い立てない女性たち、すなわち沈黙する真の被害者 美しさを称揚することは、それを知る美しい愛国女性の語 位置を構築す のである。　
男性とは異なり、実際に社会的マイノリティであることは確かなのだから、愛国女性たちはわざわざ自分が「被害者」
だと主張する必要がない。沈黙する女性は女性ジェンダーの規範に則った女性像を補強するものであり、規範によって支持されるだろう。それ フェミニズム運動と似ていて「遠くはない」のは、彼 たちが社会的な行動を起こしているから
一二四
だ。だが、フェミニズム運動と異なり、規範によって保護されるために、自分の意志を表明したいという欲望を行動に移すときのハードルは極めて低くなる。沈黙を擁護する「私」は、規範に守られながら、物語の主人公になる舞台を手に入れるこ ができるのだ。むろん、愛国女性の論理には、愛国言説の論理同様あ かじめ破綻が組み込まれており、それは矛盾まみれの背理でしかない。沈黙する女性を代理する愛国女性は、受容す 沈黙者のイメージを借りながら、実際には沈黙していない だし、従軍慰安婦もフェミニストも虚構の敵であって 女性を分断する境界線は最終的には女性ジェンダー化された者たちをこそ損なうものだからである。　
このように、愛国運動をする女性が増えている現象の背後には、愛国言説の背理が「女の語り」と親和性が非常に高い
という構造と、自分が傷つかずに主人公になりうる舞台装置の存在がある。だが、そのとき女性たちの愛国の語りは、 「敵」である他者を担保に構築されているのであり、他者の傷を無視し ければ物語を紡ぐことは到底不可能で る。マイノリティとして「被害者」の傷をもつはずの「私たち」が、別の傷を無視してしまえ の なぜだろうか。　
愛国の論理が席捲する現在、日本語の言説構造のなかには、自らの存在とも関わるはずの傷を見ずに済ますことのでき
る回路がある。この回路 論理的に説明づけ ためには 近代におけるナショナリズムの物語を歴史的に検証しつつ考察する必要があるのだが、可視化された領域にあってそれ 、無関心と う立ち現れ方を てい ことは確か 。社会の「無関心」を、いずれの立場の論者もひとしく問題視していることに異論の余地は まい。　
たとえば、想田和弘は、 「むしろ現代的なファシズムは、現代的 植民地支配のごとく、目に見えにくいし、実感しにく
い。人々 無関心と『否認』 中、みんなに気づかれないうちに、低温火傷のご くじわじわと静かに進行するものなのではないか」と予言
し
）11
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、先にも引用したブロガーの
YOKO
も、 「無関心が愛国心や周りへの愛を阻害していたのだとわ
かり、申し訳ない気持ちでいっぱいです。だからこそ、今、必死なので 」と、かつての自分の 関心 態度 ついて反
一二五
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省を表明してい
る
）11
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。その無関心で無気力で、特定の思想傾向をもたない中間大衆層の雰囲気は、ネット空間に仲立ちされ、
全体化する同調圧力のなかで、愛国の背理に飲み込まれようとしているだろう。愛国の背理は、他者を記号化し、敵という記号としてしかまなざさ い。身体性をもった生身の存在として、コミュニケーション可能な具体的な相手として対する視点を欠いてい 。だから韓国も中国も、マスコミや教師、研究者、学者、知識人などもすべて敵であり、全く信用できないというこ にな　
だが、強調しておきたいのは、それが左派の側の言説や視点にも等しく共通しているということである。たとえば、レ
イシストは不安定な下層階級の人々であるという、一見したところ説得力をもっているかにみえる観点は、わかりやすくあるが、レイシスト 敵を固定化 、記号化し、偏見によって一元化するかたちで機能してきた
）11
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。荻上チキは、保守
運動とフェミニズム運動の対立がお互いにレッテル貼りをしあう「あわせ鏡のような構図」があったと指摘している
が
）11
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、
それは現状についても同様で、いったん「敵」として他者化した相手との間 回路を取り持とうとしない、左派と右派共通項である いえるだろう。つまり、 として記号化された他者への無関心がそこにはあ 、無関心を前提として、知ろうとも思わないその他者に対して、狂熱的なまでの攻撃性が発揮される だ。だとすれば、共有された無関心の論理において、敵と味方、加害者と被害者と った二元構図はそもそも無効 のにもかかわらず、二元化さ た世界認識を成り立たせてしまっているフィクションがあるとい ことになる。　
こうした物語の力学を可視化し、分析的に思考するために、あるいは可視化して伝えるためにこそ、文学研究は小説の
言葉の現在に触れる必要があ だろう。
一二六
（　
仮想現実を語る「私」
─
吉村萬壱「ボラード病」
　
現代小説は、現在の圧迫感ある状況を、リアルな現代社会と地続きな仮想現実という形式で描こうとする傾向にあるよ
うだ。そのような設定をとることで、ファシズムの雰囲気、同調圧力の強まった世界の感触を可視化しようとする倫理を共有しているように見受けられ 。　
日常に被さる息苦しさに異和を表明し、すぐれた批評性を発揮するふたつの小説テクストを りあげ、愛国をめぐる物
語的な論理と対峙してみたい。はじめに検討するのは、吉村萬壱の「ボラード病」 （二〇一四）であ
る
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。作中、
海うみ
塚づか
市に住
む小学校五年生の「私」 （恭子）が語る日常は、他者の目線を媒介にした禁止事項にあふれている。日常的に体調を崩している生徒が多く、子どもたちは次々に死んでいく。東日本大震災の被災地 イメージが重なる舞台には、日本の近未来を思わせ 時間 流れている。
「恭子、どういうつもりなの
?」と母が言いました。
「何が
?」
「何がじゃないよ馬鹿
!
」と母は私の側頭部を平手で叩きました。私は即座に貝になりました。何か母の気に入らな
いことをしたようでしたが、それが何だったのか私には分かりませんでした。 ［…］短い夕食の時間も、母は一言も喋ってくれませんでした。夕食はカップ焼きソバでした。私は食べながら色々なことを想像し、恐ろしくなって何度か鼻を啜り上げ 。食べ終わって の後片付けを済ませ、椅子に腰掛けて俯いていると、身支度を済ませた母が堪りかね 口を開きました。
一二七
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「チヒロちゃんの口ばかり見て
!」
　
私は、何だそんなことかと、忽ち拍子抜けしました。
「御免なさい」「ジロジロと、舐め回すように見て
!」
　「私」が語る時間はいつでも、誰かに見られているような、はりつめた緊迫感に支配されている。問題は、どうやら、視線がとらえたものをどのように表象するのかという点にかかっており、引用した場面では、おそらく畸形である赤ん坊の歪んだ口を凝視していたことが咎められている。同じく監視する視線におびえる母は、 「私」にいつも「してはいけないこと」を教えようとするが、 「私」には、し いこ といけないことの境界線がわからない。人の顔や生き物を見えたとおりに描くこと、語ることはタブーである。語りの余白には、海塚市の生き物が放射能汚染によって醜く歪んだ姿を共有しているこ が仄めかされるが、市民にはそれらを美しいものとして見ること、語ることが強要されて る。　海塚市民にとって最も大切なのは「結び合い」で、 「海塚讃歌」を一緒に歌って心を一つにしなければならないのだが、
「私」はいつも少しはみ出し、うまく同調できない。 「私」は、自分の状態が「病気」であって、病気は犯罪なのだという認識に至るが、最終章で、この手記は三十代になった「私」が隔離された島で治癒証明を得るために執筆 ものだと明らかになる。　
同調圧力に満ちた全体主義が到来した世界の構造を、視線と表象という位相からつかみとり、それを小説言語のもつ視
点、視線、語りという技術的審級 かけあわせて具体化し 異和 感触を生成して くこのテクストは、圧倒的な熱量をはらみもつ。卓越した批評性 宿っている に疑い な
い
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。だが、この小説を愛国言説の定型と併せて検証したとき、
語り手のジェンダー、病の表象、女性身体が性的に有標化され 差別のコードという三つの側面から批判的に検討しなけ
一二八
ればならないと思われる。　
幼い故に限定された少女の目線から、グロテスクな世界の暴力が告発され、少女の疑問や反抗心、恐怖に読者の身体が
深々とシンクロして く構成は秀逸である。しかし、それが少女の語り、女性の語りである点を原理的に考えてみるなら、少年の語りではなく、少女の語りであることが、テクストとしての強度を支えている点に注意すべきであろ
う
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。つまり、
犠牲者や被害者の物語を語る声が、女性の声 ことによって正当性が生まれるという言説論理が引かれているのである。すなわちそれは、愛国言説の正当性を補強する、あやうい構造にほかならない。　
また、タイトルにも現れる「病」は、両義性を持った記号である。ボラードとは繋船柱の意であるが、作中では「何が
あろうと倒れない」ものと強調され、 「ボラード病」は第一義的に、頑固 動 ず、自分の見えているものは「美しく健康な安全な世界」では いのだ 思う状態 すなわち海塚市に同調できないことを意味している。病気、ひ ては犯罪だと認定された「私」は、海塚市によってこの世界から排除さ 、隔離されたのだった。
　
しかしそこから先の海塚は、極めて異常でした。全ての抵抗を断念して、そして全てを諦めて、この町だけは何も
なかったことにしようと町ぐるみで画策するなんて、どう考えても狂気じみています。 ［…］　
しかし私は、たとえ世界中 人々が何も無かったと主張しても、自分の目が見 いる世界しか信じられません。病
気は治っていません。しかし本当に病気なのはあなた方のほうです。せいぜいそうやって、どこまでも仮想現実を生きていけばいいんだ。 ［…］　
もうこんな体、見たくもないのです。そこの隅っこの便器のパイプに映るんです。見たくないのに、見てしまうん
ですよ。こんな顔でも、あなた方には美人に見えているんでしょう
?
　
だったら抱いてみろよ臆病者。
一二九
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　「私」は、 「当に病気なのはあなた方のほうです」と、自分を隔離した者たちの側に病という記号をずらして宛てる。
「私」の語りが世界の標準軸を移し替え、読者にそれを伝えて共振させるというわけだ。だが、病はそもそも、近代の言説体系のなかでひたすら女性ジェンダー化され続けてきた記号であった。女性身体は月経のイメージを媒介に、病んだ身体として本質化されてきた。本文中を見渡してみると、 「私」の初潮や月経をめぐる記述が意味ありげに配置されており、テクスト上で、病は明らかに女性身体とイメージの上で交合させられている。つまり、女性、血、病を連接させ、女性身体を差別化する表象 構造が、犠牲者である私の語り なかに再現前化し のである。　
さらにいえば、先の引用部の末尾の一文に象徴的に現れているように、性的対象化される女性の美を前提に、美を欠損
した女である「私」が、男性化された「あなた方」に語るというジェンダー構図がここには 美を欠いた身体を憐れみと興味によってまなざす男性化された視線が、結末部を印象的に染め上げるが、むろん 視線は、女性身体を美に閉じ込めて他者化するジェンダーの差別を強化せずにはいないだろう。この物語は、女性ジェンダーを差別す 社会構造を前提に、差別の二項対立を温存させ その上 犠牲者の抵抗の物語を語るという形式をもつ。つまりテクストは、女性の愛国言説と同型の論理をなぞり、愛国の背理に連なってしまうのだ。　「ボラード病」の「私」が批判する圧力は、物語を定型に閉じ込める力にほかなら い。なぜなら、誰もがあたりまえだと感じる基盤は、定型によって強化され 保存されるものだ らだ そしてあたりまえの前提を強制する も た、定型のもつ効果である。それなのに、このテクストは言説の不可視のレベルで の愛国言説から力を借り、そ 力を与え返し、定型の力を指弾しながら定型に回帰し いる。こうして、批判する当のも に奉仕す 論理が構築され続けるのだ。
一三〇
（　
他者の傷がもつ温度
─
村田沙耶香「殺人出産」
　
他方で、村田沙耶香「殺人出産」は、愛国言説の論理を失調させる、極めて高い批評性を含んだテクストである
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。小説
の舞台となるのは、人工授精による出産が一般化した日本であり、恋愛や結婚とは別に、命を生み出す合理的制度として「殺人出産システム」が導入されている。一〇人産んだら一人殺してもいいという制度の根底には、命を奪うものが命を作る役目を担うという発想がある。人工子宮によって男性にも妊娠の可能性は開かれているので、誰もが殺人 産を希望することができるが、それを選択した者は「産み人」として崇められ、産み人 想う相手を「死に人」として指名 る。 「私」の姉は、幼い頃から強い殺人衝動をもち、合法的に殺人を行うため、 「産み人」になること 選択したのだった。　「殺人出産」が描く仮想現実も、 「ボラード病」同様に、全体主義的な空気に覆われている。 「私」には制度への複雑な疑念があるが、口に出すことは憚られる。一方で、殺人出 制度への反対活動をする早紀子とい 女性は、産み人を「犠牲者」 「被害者」とみなし、私の姉を救おうと「私」に接触してくる。早紀子の意図を超え、一〇人の出産を終え 私の姉は、意外にも「死に人」に早紀子を選択したのだった。姉は私 、殺人の付き添いを依頼する。姉と私が二 で早紀子の身体を傷つける場面は次のように叙述される。
　
早紀子はまだ温かかった。今、早紀子が生きているのか死んでいるのか、私にはわからなかった。この手の中に、
その瞬間があるということだけは確かだった。　
夢中になって手を動かし、気が付くと、早紀子の体温が少し下がっているように感じた。指が歓喜に震えた。部屋
の中は、早紀子から押し流されてくる命の流れる力に満ちていた。
一三一
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なんて正しい世界の中に私たちは生きているのだろう。
　「私」は、早紀子の身体を通して生そのものに触れている。そしてこのとき、 「私」はようやく「正しい世界」にたどりついたと実感する。そもそも「私」は、自分を抑圧する誰かに対して「殺人」という選択肢をとりうるということは、被害者であった自分が加害者に転じることだと考えていた。また、一〇人産み終えた姉が、 「私」を殺すのかもしれないと、自分がシステムの被害者になるかもしれないこ をひそかに恐れてもいた。つまり、被害者にも加害者にもなりえた「私」が、殺人を行うという行為によって、早紀子に対する加害者のポジションをとったのである。　早紀子はそもそも、被害者である私の姉を救いたいという意思から私に近づいてきたわけだが、その関係もまた反転し
ている。つまりテクストには、被害者であることと加害者であることの反転可能性、複数性や重層性 書き込まれている。　
殺人の現場で、早紀子が恋人との性行為によって妊娠して たことがわ る。性行為による妊娠は、殺人出産制度を採
る世界の秩序においては逸脱的な行為であり、つまり早紀子の身体は、性 めぐる国家システムに反逆をくわだてていたのだった。
「二人、殺したことになってしまったわね」　
私は真っ赤にそまった手でそっと胎児を撫でた。胎児は早紀子の血液に甘えるように、手の上を転がった。私は胎
児の小さな手をつつきながら、早紀子から飛び散った血の味がする唇を開いた。「……私、 『産み人』になるわ」「え
?」
　
姉が弾かれたように顔をあげた。
一三二
「この子の死を私に引き受けさせて。この命の分、私、これから命を産みつづけるわ」　
たとえ１００年後、この光景が狂気と見なされるとしても、私はこの一瞬の正常な世界の一部になりたい。私は右
手の上で転がる胎児を見つめながら、自分の下腹を撫でていた。　
姉は慌てて私の白衣を摑み 必死に首を横に振った。
「胎児は殺人にはあたらないわよ。それに黙っていれば、誰にもわからないわ」「いえ、そうしたいの。もう決めたの」　
そっと握りしめると、胎児は手の中で静かに壊れていった。
　
胎児の殺害という偶発性は、 「私」ひとりの倫理において引き受けられようとしている。 「黙っていれば、誰にもわから
ない」という選択を避け、 「私」は産み人になることを選ぶのだ。 「私」のいう「この一瞬の正常な世界」は、早紀子の身体と触れあった「私」ひとりが逢着した場所なのであり、国家システムが用意した場所とは異なっている。　「殺人出産」の仮想現実においては、性差を問わず、産んで殺す身体が社会の理想化された身体となっている。だが、胎児を殺してから産み人になるという因果関係の逆転を企てた私の身体は
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、強制された世界の秩序を狂わせる、一瞬の契機
を立ち現さずにはいないだろう。 「私」は国家 殺人出産制度にも それに反対する早紀子 主張にも同調せず、最終的に殺人出産制度のそもそもの論理とは異なるレベルで、性交渉による妊娠という社会からの逸脱行為を選んだ早紀子の意思に応答するのである。　
加害者と被害者、被害者と真の被害者、それを下支えするジェンダー秩序や、社会的序列に基づく二元構造を無効にし
た場所で、私は私ではない身 に向き合 てい 。ここにあるのは、 「わたし」が「あなた」と個別的に出会う、その瞬間である。小説の言葉は、記号化された他者を個別的な「あなた」として読者の前に現すことができる言語である。定型に
一三三
愛国的無関心とジェンダー
　
縛られざるをえない物語は不自由だが、小説は、そして小説を読むことは、 「わたしたち」ではない「わたし」として、 「あなた」という他者に気づくための感性を紡ぎ出す。そして文学研究は、それを可視化するメディアになりうるはずだ。［附記］本稿は、日本近代文学会秋季大会（二〇一四年一〇月一八日、於広島大学）の特集「問い直す〈愛国〉 」における口頭発表に基づいている。
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ネット空間が生み出したヘイト・スピーチ』河出書房新社、二〇一三年一一月。
（
（）　
村上裕一『ネトウヨ化する日本』角川
E
P
U
B選書、二〇一四年二月。
（
（）　
たとえば、現実には存在しない「在日特権」なるものが、差別的な物語として流通する様相が代表する事態がそれである。樋口
直人は、 「本来は物語でしかない「在日特権」の信憑性は、それと近接する近隣諸国への敵意と歴史修正主義の受容によって担保されている。その結果「在日特権」は、物語（ネタ）としてではなく実在する現実として受容され、現実世界での運動を生み出すに至った」と述べる（ 『日本型排外主義』名古屋大学出版会、二〇一四年二月） 。
（
（）　「座談会
 ヘイトスピーチが日本社会に突きつけたもの」における古谷の発言。安田浩一・古谷経衡・森鷹久・岩田温『ヘイトス
ピーチとネット右翼』オークラ出版、二〇一三年一一月。
（
（）　
Y
O
K
O『超人気ブロガー
 R
andom
 Y
O
K
O
の新・愛国論』桜の花出版、二〇一四年八月。
（
（）　
佐波優子『女子と愛国』祥伝社、二〇 三年一 月。
（
（0）　
野間易通『
｢ 在日特権
｣
の虚構』 （前掲） 。
（
（（）　
安田浩一「在特会を追いかけて」前田朗編『なぜ、いまヘイト・スピーチなのか』三一書房 二〇一三年一一月。また、安田
一三四
は、彼らの多くが「外国および外国人によって日本が「奪われた」と思い込んでいる」点を指摘し、憤りの根底に、異文化流入に対する嫌悪と、外国籍住民が日本人の生活や雇用を脅かしているといった「強烈な被害者意識」があるのではないかと述べている（安田浩一「正義感の暴走」 、安田・古谷・森・岩田前掲書所収） 。
（
（（）　
古谷経衡『ネット右翼の逆襲』総和社、二〇一三年四月。
（
（（）　
古谷経衡「嫌韓とネット右翼はいかに結びついたのか」 （安田・古谷・森・岩田前掲書所収） 。
（
（（）　
鵜飼哲・酒井直樹・テッサ・モーリス
=
鈴木・李孝徳『レイシズム・スタディーズ序説』においては、ファシズムがつねに被害
者の視点から語られる論理であること 再三指摘されているが、酒井直樹は 日本の状況は、従軍慰安婦問題がジャーナリズムで取り上げられたあたりから、一九八〇年代から九〇年代にかけてのヨーロッパのネオ・レイシズムの問題とひじょうに似た側面をみせてきています。それは確実に脱植民地化の問題とかかわっ 。加害者と被害者の関係が奇妙なかたちで逆転してしまって、宗主国の国民が自分たちこそ被害者だ いいはじめてしまう」問題構造があると発言している（座談会「新しいレイシズムと日本」 、 『レイシズム・スタディーズ序説』以文社、二〇一二年一〇月） 。
（
（（）　
村上はさらに、それを受容する側に、マスメディアでは扱われないものをこっそり見たいという「アマチュアリズム」 、自分た
ちが人気者を育てたいという「プロディーサー主義」 、 「等身大」の相手とコミュニケ ションしたいと う共感性がないまぜになって存在しており 「在特会の動画自体が、上記の条件を満たすうってつけのエンターテイメントだった可能性も否定できな」いと述べ いる（村上裕一 ネトウヨ化する日本』 、前掲） 。
（
（（）　
中村一成の次の叙述を参照。 「玄人はだしの撮影・編集技術で、こ 間の数々のヘイトデモを娯楽ビデオに仕上げ、ネットにアッ
プし、販売までしていた被告の一人は、あの動画のも らした被害に思いをいたすことなく、 『ありのまま 撮っ だけ』 『 （主張の真偽は）観る人が調べ べき』と証言した。あるアボジ［引用者注・お父さん］は『その軽さに衝撃を受けた』 言った（ 『ルポ
　
京都朝鮮学校襲撃事件』 、前掲） 。
（
（（）　
北原みのり「被害者意識を許さない」北原みのり・朴順梨『奥さまは愛国』河出書房新社、二〇一四年二月。
（
（（）　
朴順梨「 『従軍慰安婦はウソ！』と叫ぶ奥さま達」北原みのり・朴順梨『奥さまは愛国』 、前掲。
（
（（）　
北原みのり 愛国女性の闘い方」 、 「ウヨク女子と『戦争論』 」北原みのり 朴順梨『奥さまは愛国』 前掲。
（
（0）　
Y
O
K
O『超人気ブロガー
 R
andom
 Y
O
K
O
の新・愛国論』 、前掲。
一三五
愛国的無関心とジェンダー
　
（
（（）　
朴順梨が拾い上げた、取材対象者の女性による発言（ 「朝鮮学校で愛国を考える」北原みのり・朴順梨『奥さまは愛国』 、前掲） 。
北原みのりは、 「強者でありたい女たちは、フェミニズムこそが女を侮辱していると考える。 『被害者面する』 『弱者ぶる』とは、フェミニズム嫌いの女性たちがよく言うことである。そしてそれは、愛国女性たちが元『従軍慰安婦』に向ける言葉と一語一句同じだ」と分析する（ 「被害者意識を許さない」同前）
（
（（）　
たとえば、山口智美が取材対象から聞き取った、 「上からの啓発主体のフェミニズムが、本当に差別されている人たちを救済す
るよりも、むしろ『上にたつ側のフェミニスト』たちに都合がよい政策になっているのではないか」 「それが権力の発動となり、利権となっているように見え、女性 中における強者である ころのフェミニストが得をしているようにもみえる」という表現はそれを代表する例といえる（ 「地方から ズム批判」山口智美・斉藤正美・荻上チキ『社会運動の戸惑い』勁草書房、二〇一二年一〇月） 。
（
（（）　
想田和弘『熱狂なきファシズム
　
ニッポンの無関心を観察する』河出書房新社、二〇一四年八月。
（
（（）　
 
Y
O
K
O『超人気ブロガー
 R
andom
 Y
O
K
O
の新・愛国論』 、前掲。
（
（（）　
森千香子は、こうした見方がかつてヨーロッパでも支配的な解釈格子であったが、そ 後の研究によってその正当性が否定され
てきたことに触れ、 「わかりやす かたちで表現されるレイシズムにのみ目を奪われていると、問題の所在 見誤りかねない。それどころか、著者の意に反して、 「下層はレイシ に走りやすい」という偏見を強化しかねない」と指摘している（森千香子「ヘイト・スピーチとレイシズムの関係性」金尚均編『ヘイト・スピーチの法的研究』法律文化社 二〇一四年九月） 。
（
（（）　
フェミニズムを「共産主義」 「男女同質化」 「フリーセックス」とレッテル貼りする保守運動、保守運動に「新自由主義」 「新保守
主義」 「反動」とレッテルを貼るフェミニズムは 「両者とも互いを『敵』として捉え、議論や対話を重ねるためで なく、それぞれの業界向けの動員の言葉 して、こ らのレッテルを振りかざして」 た（荻上チキ「結びにかえて」山口・斉藤・荻上『社会運動の戸惑い』 、前掲） 。
（
（（）　
吉村萬壱「ボラード病」は、初出『文學界』二〇一四年一月、単行本は、二〇一四年六月、文藝春秋刊。以下、引用はすべて単
行本に拠った。
（
（（）　「ボラード病」をめぐるすぐれた批評として、若松英輔「沈黙を強いられた見者の遺言」 （ 『本の話』二〇一四年七月）がある。
（
（（）　
この点を考えるにあたり、同じく全体主義の暴力をテーマに 小説である田中慎弥「宰相
A」 （ 『新潮』二〇一四年一〇月）と
一三六
比較すると、 「ボラード病」の強度が判然とする。男性小説家「私」を語り手とした「宰相
A」は、歴史に理不尽な巻き込まれ方
をした「私」の受難をベ スにした典型的な被害者の物語である。作家である私の言葉の源には死んだ母がおり、私が出会った通訳の「女」は、境界侵犯的な位置 据えられた上で性的に対象化され、ふたつの女の死という象徴が小説テクストに奥行きを与える。つまり、男の「私」が被害者となるアンチ・ヒーローの物語の下敷きにはジェンダーの定型構造がひかれ、物語が定型に横領されている。
（
（0）　
村田沙耶香「殺人出産」は、初出『群像』二〇一四年五月、単行本は二〇一四年七月講談社刊。以下、引用はすべて単行本に
拠った。
（
（（）　
なお作中では、殺人を犯した場合、死ぬまで拘束されて出産し続けるという刑罰が設定されているが、語り手の行為はもちろ
ん、そうした一般的な犯罪とは重ならない。
